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また，戦間期にあたる 1920 年代から 1930 年代にか
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　第 5 章においては第 4 章までに明らかになったこ
とを整理し，考察を経て結論へ結びつけた．
4.	 結論
　①戦間期の横須賀の観光について，海軍の動向と
関連した動きはほぼ見られなかった．軍縮条約はあ
くまで国と国との取り決めであり，市民の観光行動
までは制限できなかったといえる．内外からの圧力
に制限されることなく，軍港都市の観光客による行
楽的営みは継続して行われていたと考えられる．進
水式当日のラジオ放送の開始など，周囲の認識が高
まっていったことは指摘したが，軍港都市の側から
すれば，観光の変動は少なかった．
　②戦間期の横須賀市は，市内の観光とそれに伴う
観光政策を意識していたと捉えられる．また，海軍
側も宣伝の重要性を意識し始めたことから，軍港都
市の観光を認識していたことが明らかになった．た
だし，市としては景気回復や市の繁栄を目的として
いた一方，海軍としては海事思想普及を目的として
いたことから，取る手段は同様のものであったとし
ても，思惑はそれぞれ異なっていたと判断する．
　以上，本研究では，戦間期における横須賀の観光
について，その特性を明らかにしてきた．
　本研究の意義は，これまで言及されてきた 1930
年代の軍港都市の観光のみならず，1920 年代から戦
間期全体を通した観光を捉え直したことで，海軍の
動向と観光の関係性について証明した点である．■
